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高
岡
市
中
田
に
あ
る
寛
明
石
碑 

尾
田
武
雄 

 

平
井
一
雄
氏
が
「
村
境
の
習
俗
・
石
造
物
・
『
行
者
さ
ま
』
の
こ
と
」
（
『
と
や
ま
民

俗
』
№
45
・
平
成
六
年
六
月
）
で
、
行
者
寛
明
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

富
山
市
町
長
と
布
尻
境
に
明
治
十
四
年
造
立
の
「
南
無
遍
照
金
剛
」
と
彫
ら
れ
た
石
碑
、

同
市
猪
谷
（
通
称
東
猪
谷
）
の
シ
モ
ム
ケ
集
落
に
明
治
十
五
年
造
立
の
石
碑
、
同
市
寺
家

帝
龍
寺
境
内
に
明
治
十
二
年
銘
の
寛
明
碑
と
計
三
基
の
寛
明
石
碑
を
報
告
さ
れ
た
。
ま
た

朝
日
町
護
国
寺
境
内
に
あ
る
明
治
十
六
年
建
立
の
寛
明
石
碑
も
報
告
さ
れ
、
県
内
に
四
基

が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
富
山
市
一
基
、
魚
津
市
に
三
基
の
寛
明
碑
を
確
認
さ
れ
、

寛
明
書
体
の
軸
も
六
幅
確
認
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
富
山
県
東
部
で
あ
る
。 

北
陸
石
仏
の
会
会
員
酒
井
靖
春
氏
が
平
成
二
十
五
年
、
高
岡
市
中
田
移
田
八
幡
神
社
の

北
側
に
あ
る
石
碑
群
の
一
基
に
、
上
か
ら
大
日
如
来
を
顕
す
梵
字
が
あ
り
、
そ
の
下
に
弘

法
大
師
の
灌
頂
名
の
『
南
無
遍
照
金
剛
』
と
、
大
き
く
刻
字
さ
れ
て
い
る
石
碑
を
確
認
さ

れ
た
。 

「
向
か
っ
て
左
下
に
、
寛
明
と
銘
が
あ
り
、
そ
の
下
に
寛
明
の
花
押
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

上
記
以
外
の
銘
は
な
く
、
製
作
年
・
願
主
は
不
明
で
あ
る
」
と
い
う
報
告
を
さ
れ
、
尾
田
・

平
井
が
酒
井
さ
ん
と
と
も
に
確
認
し
て
き
た
。 

富
山
県
東
部
に
し
か
、
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
南
無
遍
照
金
剛
」
と
彫
ら
れ
た
真
言

僧
寛
明
の
石
碑
の
報
告
は
貴
重
で
あ
る
。 
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越
前
金
津
町
の
太
子
堂 

滝
本 

や
す
し 

 

福
井
県
あ
わ
ら
市
金
津
町(

旧
坂
井
郡
金
津
町)

に
、
太
子
堂
あ
る
い
は
太
子
塔
と
呼
ば
れ

る
石
塔
が
点
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
太
子
講
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
六
基
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
隣
接
す
る
旧
芦
原
町
や
旧
丸
岡
町
に
は
一
基
も
み
ら
れ
な
い
。 

 

こ
れ
ら
六
基
の
太
子
堂
は
い
ず
れ
も
笏
谷
石
製
で
、
高
さ
が
四
～
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

大
型
の
多
宝
塔
で
あ
る
。
屋
根
の
垂
木
な
ど
も
細
か
く
彫
ら
れ
て
い
る
。
初
層
前
面
に
扉

が
あ
り
、
内
部
に
は
聖
徳
太
子
の
木
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

①
金
津
町
熊
坂
の
路
傍 

 

明
治
三
十
六
年
建
立
。
初
層
内
部
に
納
め
ら

れ
て
い
た
聖
徳
太
子
像
は
、
現
在
は
別
の
場
所

に
移
さ
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
。
基
壇
に
は
、
発

起
人
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
名
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
毎
年
八
月
十
六
日
に
太
子
講
が
行
わ

れ
て
い
る
。 

 

②
金
津
町
滝
の
路
傍 

明
治
二
十
五
年
五
月
建
立
、
明
治
三
十
八
年

五
月
再
建
、
昭
和
二
十
三
年
再
々
建
、
平
成
十

五
年
十
月
修
復
。
昭
和
二
十
三
年
再
々
建
と
あ

る
の
は
、
福
井
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
の
を

建
て
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
壇
に
「
細
呂
木

村 

宮
谷 

石
工 

神
尾
乙
吉
」
の
銘
が
あ
り
、
多

く
の
人
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

③
金
津
町
指
中
の
路
傍 

 

明
治
三
十
四
年
建
立
。
熊
坂
の
太
子
堂
と
構

造
が
よ
く
似
て
お
り
、
こ
れ
ら
二
基
は
他
の
四

基
と
比
べ
る
と
細
身
で
あ
る
。
龍
の
彫
刻
が
美

し
い
。
基
壇
に
は
多
く
の
人
名
が
刻
ま
れ
て
い

る
。 

 

④
金
津
町
伊
井
の
応
蓮
寺
境
内 

 

寛
政
十
二
年
建
立
、
文
政
六
年
再
建
、
昭
和

二
十
三
年
再
々
建
、
昭
和
四
十
二
年
に
道
路
拡

張
の
た
め
移
建
。
基
壇
に
は
「
棟
梁 

中
嶋
儀
右

衛
門
」
お
よ
び
「
石
工 

猪
助
」
等
の
銘
が
読
み

取
れ
る
。
毎
年
三
回
行
わ
れ
て
い
た
太
子
講
は
、

現
在
で
は
年
一
回
の
み
と
な
っ
て
い
る
。 

 

⑤
金
津
町
桑
原
の
八
幡
神
社
境
内 

 

福
井
地
震
の
際
に
倒
壊
し
、
聖
徳
太
子
が
納

め
ら
れ
て
い
た
初
層
部
が
破
損
欠
落
し
て
い
る
。

残
さ
れ
て
い
る
部
分
も
損
壊
が
激
し
い
。 

   

⑥
金
津
町
矢
地
の
八
坂
神
社
境
内 

 
明
治
三
十
四
年
建
立
。
い
く
つ
か
破
損
箇
所

が
み
ら
れ
る
が
、
他
の
五
基
と
比
べ
最
も
保
存

状
態
が
良
好
で
あ
る
。 

  



3                 北陸石仏の会々報 第４４号   2014/04/10             

滑川市笠木の祠堂 滑川市笠木の大岩不動模刻像 

 

滑
川
市
笠
木
の
大
岩
不
動
模
刻
像 

平
井
一
雄 

 

滑
川
市
笠
木
は
富
山
地
方
鉄
道
「
早
月
加
積
駅
」
か
ら
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
北
に
あ
り
、

主
要
地
方
道
富
山
魚
津
線
（
旧
北
陸
街
道
）
が
追
分
地
区
と
境
界
を
接
し
て
通
じ
て
い
る
。

明
治
十
一
年
九
月
明
治
天
皇
北
陸
巡
行
の
折
、
追
分
に
御
野
立
所
が
設
け
ら
れ
、
笠
木
か

ら
御
膳
水
が
献
上
さ
れ
た
と
い
う
。
御
野
立
所
跡
の
標
識
も
街
道
に
面
し
て
建
て
ら
れ
て

い
る
。
笠
木
の
地
名
由
来
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
頃
、
大
和
の
笠
置
村
か
ら
来
た
落
武
者
が

当
地
の
土
豪
に
な
っ
た
こ
と
に
ち
な
む
と
い
う
。 

写
真
の
大
岩
不
動
は
笠
木
・
追
分
地
区
を
流
れ
る
「
追
分
用
水
」
が
主
要
地
方
道
富
山

魚
津
線
（
旧
北
陸
街
道
）
を
横
切
る
橋
の
左
、
笠
木
側
に
祠
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
大

岩
不
動
模
刻
像
は
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
大
岩
日
石
寺
の
不
動
明
王
磨
崖
仏
を
写
し

た
も
の
で
あ
り
、
石
仏
研
究
の
権
威
、
故
京
田
良
志
先
生
が
『
富
山
の
石
造
美
術
』
に
「
大

岩
不
動
の
模
刻
」
と
し
て
上
滝
・
矢
波
の
磨
崖
仏
以
外
に
富
山
県
、
石
川
県
、
長
野
県
、

岐
阜
県
に
あ
る
模
刻
像
の
分
布
を
紹
介
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。 

こ
の
笠
木
の
模
刻
像
は
『
富
山
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
北
陸
街
道
』
に
次
の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
追
分
の
魚
津
に
い
た
る
道
の
ま
さ
し
く
追
分
に
、
祠
が
あ
る
。
高
さ
60
セ
ン
チ
の
割

り
石
に
、
二
童
子
や
弥
陀
・
僧
形
ま
で
も
大
岩
不
動
を
忠
実
に
写
し
た
浮
彫
不
動
明
王
を

安
置
す
る 

以
下
略
」 

大
岩
日
石
寺
に
近
く
、
北
陸
街
道
沿
い
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
大
岩
不
動
信
仰
の

広
が
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。 

旧
大
山
町
火
土
呂
に
も
大
岩
不
動
の
写
し
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
目
の
病
の
治
癒
を

身
近
な
所
で
祈
り
た
い
庶
民
信
仰
の
深
さ
を
感
ず
る
の
で
す
。 

   

            



                 北陸石仏の会々報 第４４号   2014/04/10            4 

 

写真１ 白山三所権現２躯と雨宝童子三尊『三国町の宗教美術』より  

写真３ 六字明王 写真４ 十三仏 写真５ 十一面千手観音 

 

第
47
回
例
会
報
告 

池
田 

紀
子 

 

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
日(

日
曜
日)

北
陸

石
仏
の
会
第
47
回
例
会｢

旧
三
国
町
と
芦
原
町

の
石
仏
め
ぐ
り｣

に
参
加
し
ま
し
た
。 

あ
わ
ら
市
北
潟
に
あ
る
小
堂
の
中
の
男
女
並

座
の
神
像｢

愛
の
神｣

を
拝
観
し
た
あ
と
、
坂
井

市
三
国
町
池
上
に
あ
る
伊
伎
神
社
へ
。
氏
子
総

代
の
寺
嶋
修
氏
に
よ
る
神
社
の
由
来
等
の
説
明

を
聞
い
た
あ
と
、
文
献
で
し
か
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
御
神
体
、
白
山
三
所
権
現
・
雨
宝
童
子

三
尊(

写
真
１)

を
目
の
前
で
拝
観
し
ま
し
た
。

雨
宝
童
子
は
両
部
神
童
で
天
照
大
神
が
日
向
国

に
下
生
し
た
時
の
姿
と
言
わ
れ
、
真
言
密
教
で

は
大
日
如
来
の
化
現
と
伝
え
、
左
手
に
宝
珠
右

手
に
宝
棒
を
捧
げ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
神
仏
習
合
は
今
の
私
に
は
少
々
難
し
い
世

界
で
し
た
。 

三
国
町
加
戸
の
加
戸
神
社
で
は
善
光
寺
式
阿

弥
陀
三
尊(

写
真
２)

、
稲
荷
神
、
白
山
狛
犬
、

石
祠
内
面
に
浮
き
彫
り
の
六
字
明
王
立
像(

写

真
３)

を
拝
観
。
資
料
に
よ
る
と
六
字
明
王
と
は

明
王
と
い
う
名
で
あ
る
が
、
六
観
音(

聖
観
音
、

千
手
観
音
、
馬
頭
観
音
、
十
一
面
観
音
、
准
胝

観
音
、
如
意
輪
観
音)

を
一
体
で
表
し
た
菩
薩
と

い
う
こ
と
で
す
。
初
め
て
見
た
石
仏
で
し
た
。 

続
い
て
三
国
町
覚
善
の
凝
灰
岩
製
の
大

き
な
勢
至
菩
薩
、
滝
谷
の
瀧
谷
寺(

真
言
宗)

で
は
本
堂
、
宝
物
殿
を
見
学
し
た
後
、
境
内

の
十
三
仏
石
龕
、
宝
筺
印
塔
を
拝
観
し
ま
し

た
。 三

国
町
南
本
町
の
性
海
寺(

真
言
宗)

で

は
昼
食
を
と
り
本
堂
拝
観
、
住
職
法
話
の
後
、

境
内
の
多
宝
塔
、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
、

墓
地
の
十
三
仏(

写
真
４)

、
多
数
の
五
輪
塔

を
見
て
来
ま
し
た
。 

午
後
は
ま
ず
三
国
町
山
王
の
妙
海
寺(

日

蓮
宗)

へ
。
稲
荷
神
社
、
秋
山
神
社
、
河
濯
神

社
が
合
祀
さ
れ
た
祠
堂
を
見
た
後
、
墓
地
の

入
口
に
あ
る
笏
谷
石
の
十
一
面
千
手
観
音
像

を
拝
観(

写
真
５)

。
彫
ら
れ
た
線
が
今
も
な

お
美
し
く
残
っ
て
お
り
、
四
百
年
以
上
た
っ

て
い
る
姿
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

三
国
町
油
屋
の
神
明
神
社
で
は
石
祠
内
の

丸
彫
り
の
雨
宝
童
子
を
拝
観(

写
真
６)

。
こ

ち
ら
は
境
内
に
あ
り
、
い
く
ら
魂
を
抜
く
儀

式
が
行
わ
れ
た
と
は
い
え
外
と
い
う
の
は

…
と
思
い
ま
し
た
が
、｢

地
方
に
よ
っ
て
は

中
に
納
め
ら
れ
て
い
る
の
も
あ
る
け
れ
ど
、

こ
う
や
っ
て
境
内
に
あ
る
と
調
査
し
や
す

い
で
す｣
と
滝
本
さ
ん
に
言
わ
れ
少
々
複
雑

な
心
境
。 

つ
ぎ
に
三
国
町
西
今
市
の
神
明
神
社
へ
。
こ
こ
で
は
十
一
面
観
音
像
、
不
動
明
王
像
、

安
政
四
年
建
立
の
越
知
山
大
権
現
石
祠(

写
真
７)

を
拝
観
し
ま
し
た
。 
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写真７ 越知山大権現 

写真６ 雨宝童子 写真８ 西国三十三ヵ所観音石龕 

伊伎神社にて記念撮影 

最
後
は
あ
わ
ら
市
宮
前
の
御
前
神
社
で
西
国
三
十
三
ヵ
所
観
音
石
龕
を
拝
観(

写
真
８)

。

元
禄
八
年
に
建
立
さ
れ
た
、
凝
灰
岩
に
三
十
三
ヵ
所
観
音
と
阿
弥
陀
如
来
、
さ
ら
に
源
空

上
人(
浄
土
宗
開
祖
法
然
上
人)

と
仏
岩
上
人(

浄
土
宗
念
仏
行
者
播
隆
上
人)

の
浮
き
彫
り

の
厨
子
で
す
。 

今
回
は
あ
い
に
く
雨
の
一
日
で
し
た
が
、
個
人
的
に
は
雨
宝
童
子
や
六
字
明
王
に
出
会

え
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
例
会
で
は
い
つ
も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。 
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島田の石仏(板碑群) 岩本神社五輪塔群 かたがり地蔵 

北陸石仏の会 第４８回例会 

―白山麓の石仏めぐり― 
平成２６年５月１８日(日) 

 

参 加 費：５０００円（バス・資料代） 

集合場所：①大沢野文化会館………７時３０分 

②ＪＲ砺波駅南口………８時１５分 

③ＪＲ森本駅……………８時４０分 

④ＪＲ金沢駅西口………８時５５分 

⑤ＪＲ加賀笠間駅………９時５０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田１７７０ 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局

締め切り：平成２６年５月９日(金) 

案   内：滝本やすし(金沢市) 

    

◎白山市石立町 路傍／石の木塚(柱状立石群) 

◎白山市島田町 路傍／島田の石仏(板碑群) 

◎白山市月橋町 月橋観音堂／三宝荒神泥像 

◎白山市鶴来本町 浄土宗一閑寺／磨崖不動明王、法華塔、石棺 

◎白山市三宮町 白山比咩神社／六地蔵板碑 

◎白山市三宮町 路傍／河濯尊大権現（瀬織津姫） 

◎白山市今町 路傍／波切不動明王 

◎白山市白山町 路傍／かたがり地蔵 

◎白山市白山町 曹洞宗浄養寺／五輪塔群、地蔵 

◎能美市岩本町 岩本神社／五輪塔群、石造絵馬、狛犬 

◎能美市辰口町 高野山真言宗集福寺／地蔵 

[諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。] 

 

 

平成２６年度の会費を、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。  


